
北海道

23.1%

都府県

76.9%

全体事業費：２０５．２億円
事業期間：Ｈ２５～Ｒ４

主 要 対 策

・道内第３・４種漁港の外郭・係留施
設のストック量は総延長約１２０ｋｍ
にわたり、このうち整備後３０年以上
経過した施設が約４割を占め、今後
も加速的に増加していくことは必至。

・漁港施設の老朽化による機能低下
を回避するとともに、増加する更新コ
ストの低減が強く求められる。

◎北海道第３種及び第４種漁港の役割
・北海道は、全国の水産物生産量の約２割を占める我
が国最大の生産拠点であり、特に第３・４種漁港は、
全国の漁船が利用し、地域沿岸漁業の生産・流通拠
点として、水産物の安定供給を支えている。

北海道第３種・第４種漁港における施設ストック量

・道内第３・４種漁港の計画的な施設
補修を実施することにより、既存ス
トックの長寿命化を図るとともに、更
新コストの低減を図る。

主な整備方針
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※令和元年漁業・養殖業生産統計

北海道は我が国の水産物供給基地

漁業生産量
414万トン

（令和元年）

北海道第３種及び第４種漁港地区特定漁港漁場整備事業計画
北海道第３種及び第４種漁港

（北海道）

現状と課題

計画期間内に補修工事が必要な漁港〈37漁港〉
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漁港施設の老朽化
（鋼矢板の腐食）

被覆防食（干満帯）

長寿命化対策実施事例

電気防食（水中部）

※平成15～28年の平均値
漁協ヒアリング結果

道外漁船の
利用実績約280隻

対策事例
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施設の長寿命化による
ライフサイクルコストの
低減額試算例
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